
教育委員会だより第26号はいかがでしたでしょうか。今後も、定期的に
各課所室から、教育委員会の今を伝える情報を発信していまいります。
【第26号編集担当】 管理部教育政策室 ０４８－８２９－１６２６

令和４年度から
コミュニティ・スクールを全校実施します

さいたま市教育委員会では、
子どもたちの成長を支え、よりよ
い地域社会の構築に寄与する
ため、学校、家庭、地域が目標
やビジョンを共有し連携・協働す
るコミュニティ・スクールの導入を
令和元年度より進めてまいりま
した。
いよいよ令和４年度からコミュ
ニティ・スクールが全ての市立学
校１６８校で実施となります。

本市のコミュニティ・スクールが目指す
方向への一つの羅針盤となる「さいたま
市コミュニティ・スクール成長モデル」を策
定しました。
本モデルは、各コミュニティ・スクールが
どうすればより進化・発展できるのかにつ
いて、一つの羅針盤を示したものです。
保護者、地域住民等との懇談会や校
内研修会の資料、学校や地域、ＰＴＡ等
の広報資料など、様々な場面で御活用く
ださい。

学校運営協議会の意見を最大限に尊
重するとともに、その実現に向けて、教
育委員会全体で支援するために、「取扱
要綱」を制定しました。
この仕組みにより、学校運営協議会が
効果的に機能し、ＰＤＣＡサイクルを継続
的に回していくことが期待されます。
組織内で連携を図り、学校とともに、地
域の活性化も目指し、今後も教育委員
会全体で学校運営協議会を支援し、コ
ミュニティ・スクールを推進してまいります。

学校運営協議会 教育委員会

意見書作成
生涯学習振興課

対応所管課

教育政策推進戦略
会議で審議

決裁（教育長）

生涯学習振興課回答報告

Withコロナの令和３年度からポストコロナへ向かうであろう令和４年度が始まりま
す。コロナ禍にあって学校の存在意義が問われ、先が読めない不確実な時代だからこ
そ改めて気付かされたことが数多くありました。現実の社会で起きている答えのない
数多くの課題に対して、先生は何でも知っていて教えてくれる人、子どもは何も知ら
ず、教えてもらう人といった関係性から問い直さなくてはなりません。今や子どもも
大人も同時に共に考え、判断し、行動していく必要があります。まさに学校の学びが
社会の学びと軌を一にしていくことが求められています。学校が現実社会と結びつく
新たな学校像、教師像をめざしてともに歩んでまいりましょう。

不登校等児童生徒支援センター
（通称：Ｇｒｏｗｔｈ）が４月より開設

令和４年４月より、「不登校等児童生徒支援センター（通称：Ｇｒｏｗｔｈ）」が職員研修センター
内に開設されます。

・不登校や病気等で長期欠席している児童生徒へ寄り添い、オンラインで
学習サポートをします。
・訪問相談等を実施し、児童生徒の社会的自立を目指します。

○設置目的

１人１台端末を活用し、
オンラインでの学習や体育
的活動を実施します。
また、オンラインホーム
ルームやオンライン昼食会
など、つながりを大切にし
た活動も実施します。
直接体験として、日帰り
体験学習や宿泊学習等も
計画しています。

懸命に努力を続け

ている児童生徒の自
己肯定感を高め、社
会的自立への支援に
つなげていきます。

○学習内容例

保護者に、市内６か所の
教育相談室で開催してい
ます「子育て学習会」等を
案内し、保護者同士のつ
ながりの場をつくります。
学校には「指導要録上の
出席扱い」となるよう児童
生徒の参加状況や学習内
容等について情報提供を
行います。

○今後の予定○保護者、学校との連携

１ 市のホームページへ「不登校等
支援センター（通称：Ｇｒｏｗｔｈ）」
の概要を掲載

２ 説明会の実施
4月15日、20日、25日(予定)

３ 学校から全家庭へ、リーフレット
を配布

４ 他機関窓口へリーフレットの設置
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